
《会　告》

日　本　神　経　学　会
　　　　会　員　各　位

年会費納入で銀行口座引落をご利用の場合の手続きについて

　拝啓　時下益々ご清栄のこととご拝察申し上げます．
　年会費の納入で銀行口座引落をご希望の先生は，『預金口座振替依頼書』のご記入，ご提出が必要になります．ま
だご提出がお済みでない先生は下記の期日までに，日本神経学会事務局までご提出をお願いします．
　また，用紙『預金口座振替依頼書』の請求は学会事務局までお願いいたします．
　なお，すでに引落しをされていて引落し口座にご変更のない場合，またご提出済みの場合，再提出は不要です．
※「ゆうちょ銀行」とのお取引はございませんので，ご了承ください．

提出書類：『預金口座振替依頼書』
提出締切日：平成 26年 3月 20日（木曜）　（必着厳守）

　ご不明な点がございましたら，お手数ですが，日本神経学会事務局までお問合せください．

日本神経学会事務局
〒 113-0034　東京都文京区湯島 2-31-21　一丸ビル

Tel：03-3815-1080
Fax：03-3815-1931

　



2014（25th）Lilly Scientific Fellowship Program募集要項

プログラム主旨
　本プログラムは，神経内科学・精神医学および関連分野の先生方に，ご自身が選択された海外の医療・研究施設で
1年間（同年 9月 1日～翌年 8月末日）専門分野の研究の機会を提供し，医学研究を通じて日本と諸外国間の相互理
解を深め，より強い絆を確立することを目的として企画されたものです．

Fellow（奨学研究生）の選考
　Fellow（奨学研究生）は，日本神経学会の選考委員会にて毎年 1名が選ばれます．

応募概要
　研究分野： 神経内科学・精神医学および関連分野
　応募資格： Fellowship志願者は 26歳から 40歳（2014年 3月 31日時点）までの医師で，日本の大学／病院等に所属し，

臨床研究，実地診療ないし医学教育に数年にわたり積極的に携わっていることが第一条件となります．
  また，海外滞在中は善良なる市民として行動し，帰国後は日本の医学研究及び医学教育の発展のために

積極的な貢献をする志を有する医師に限ります．
　受付期間： 2014年 3月 1日～ 3月 31日（当日消印有効）
＊本件はその年に留学される方を対象にしたプログラムであるため，すでに留学中の方の応募は受付けられません

応募要項
　1． 年齢，国籍を証明するもの（運転免許のコピー等）
　2． 所定の英文申込書及び必要書類
 （必要書類は所定の申込書に記載されています．申込書のご用命およびご質問等は下記事務局へお問い合わせ下

さい．）

　問い合わせ／送付先：〒 151-0053　東京都渋谷区代々木 2-1-1　新宿マインズタワー 7F
  （株）グレイ・ヘルスケア・ジャパン内
  Lilly Scientific Fellowship Program事務局
  ☎ 03-6859-8700　E-Mail: lsfellowship@ghgroupjp.com

Fellow の義務
　Fellowは日本イーライリリー株式会社に対する特別な義務は一切ありません．
　但し，下記事項は日本神経学会及び日本イーライリリー株式会社への報告の義務があります．
　◦現地到着報告および現地での居住住所（住所変更の場合は新住所）
　◦帰着報告
　◦研究報告書（英文 2000語程度，留学中の投稿文献・学会発表含む）

給　付
　給　費： 配偶者および扶養家族の有無にかかわらず，月額 300,000円が支給されます．書籍代，授業料等はすべて

個人負担となります．
　旅　費： 最寄りの空港から受け入れ施設所在地の近郊空港までの往復航空券（ビジネスクラス）が支給されます．

配偶者および扶養家族の交通費は支給されません．
　疾病・傷害保険：
  現地での健康保険として，保険期間 1年の疾病・傷害保険に加入いたします．尚，この保険は，同行する

配偶者および扶養家族にも適用されます．
　期　間： 12ヶ月（同年 9月～翌年 8月）
＊ 上記給費につきましては，日本製薬工業協会の透明性指針に基づく日本イーライリリー株式会社の会社方針に則り，
受給者の氏名・所属を日本イーライリリーのホームページ上で公開させていただく他，事業年度内にお支払いさせ
ていただいた金額の総額を翌年度に会社所定の手続きにより公開させていただきます．当該公開にご同意いただく
ことは，本給付の条件となりますので，予めご承知おきいただきますようお願い申し上げます．
　



第 55回日本神経学会学術大会のお知らせ

第 55回日本神経学会学術大会
大会長　吉良　潤一　　

開　催　概　要

 1．学術大会会期：平成 26年（2014年）5月 21日（水）～ 24日（土）
 「Keep Pioneering：神経内科創設の志の継承と飛躍」をテーマとして，上記日程で開催いたします．アジア，教育，

飛躍をキーワードに，神経内科創設期のパッションを再体験し，将来の発展につなげることができる大会にした
いと考えています．

 2．学術大会会場：福岡国際会議場・福岡サンパレス・福岡国際センター
 　　　　　　　〒 812-0032　福岡市博多区石城町 2－ 1
 3．事前参加登録：平成 26年 2月予定
 ※　事前参加登録はすべてオンラインにより登録を行います．

※　日本神経学会第 3回専門医育成教育セミナー，第 11回生涯教育セミナー「レクチャー」「Hands-on」，第 2
回メディカルスタッフ教育セミナー及び各種共催セミナー（ランチョンセミナー・イブニングセミナー）も
オンラインによる事前登録制とする予定です．

 4．参加費

カテゴリ 事前 当日 備考

会員 15,000円 18,000円

非会員 18,000円 21,000円

メディカルスタッフ
（医師以外の医療介護福祉関係者）

 3,000円  3,000円

海外参加者 ―  6,000円

Travel Grant受賞者  ※ 1 ―  3,000円 日本滞在中の外国人留学生は無料

※　学部学生・初期研修医・日本滞在中の外国人留学生は無料
※1 Travel Grantを受賞された方が対象となります．

 5．第 55 回大会特別企画
 ○医学生・初期研修医セッション／レジデントセッション

 医学生・初期研修医及びレジデントの先生方にご発表いただき，優秀な演題については表彰を行います．詳細は，
ホームページをご確認ください．

 ○レジデントクリニカルトーナメント
 　「めざせ神経内科専門医試験合格！ J-1 レジデントクリニカルトーナメント」
 　神経内科専門医未取得の医師を対象に，クイズ大会を開催いたします．詳細は，ホームページをご確認ください．
 6．託児所：会期中，託児所をご用意いたします．お申し込みは平成 26年 2月中旬開始予定です．
 7．エクスカーション：会期中エクスカーションを企画しております．お申込み方法等につきましては，追ってホー
ムページでご案内いたします．

 8．お問い合わせ
 【大会事務局】
 九州大学大学院医学研究院神経内科学
 〒 812-8582　福岡市東区馬出 3-1-1
 TEL：092-642-5340　FAX：092-642-5352
 【運営事務局】
 〒 810-0001　福岡市中央区天神 1-9-17-11F
 TEL：092-716-7116　FAX：092-716-7143
 E-mail：neuro55@congre.co.jp



 9．口演による発表方法
（1）PCプロジェクターが使用可能です．
（2）ビデオプロジェクターの使用はできませんが，PCからの動画投影は可能です．
（3）発表データはメディア（USBメモリーまたは CD-R）での持ち込みとなります．ただし，動画がある場合に

はご自身の PCをご持参ください．
（4）研究倫理諸規定および個人情報保護の諸規定を遵守してご発表ください．
（5）利益相反の開示についてのスライドをご提示いただきます．詳しくは日本神経学会ホームページの「学会概

要」内，「定款・規則」をご参照ください．
 「利益相反（COI）に関する運用規定」の「様式 4」を参考に作成してください．

10．ポスター形式による発表方法
（1）展示パネルは縦 210 cm×横 90 cmの予定です．パネル左上部の演題番号のみ，運営事務局で用意いたします 

（20 cm×20 cm）．演題名・氏名・所属は各自で 20 cm× 70 cmに横書きしてください．
（2）ポスターは要旨・目的・方法・結果・考察の順に大きくわかりやすく書いてください．文書は 2～ 3 m離れ

たところからでも見えるような大きなポイント文字を使い，図式は一辺が 20 cm以上の大きさでタイトル・
簡単な説明をつけてください．

（3）パネル自体に直接文字や図表を書いたり，パネルに糊づけしたりはできません．
（4）ポスターをパネルに貼りつけるための画鋲は会場に用意いたします．
（5）ポスター発表のスケジュール等は演題採用通知発表後にご案内させていただきます．
（6）研究倫理諸規定および個人情報保護の諸規定を遵守してご発表ください．
（7）利益相反の開示についての内容を記載してください．詳しくは日本神経学会ホームページの「学会概要」内，

「定款・規則」をご参照ください．
 「利益相反（COI）に関する運用規定」の「様式 4」を参考に作成してください．

11．日本神経学会　学術大会運営委員（50 音順・敬称略）
 阿部　康二 梶　　龍兒 吉良　潤一 鈴木　則宏 祖父江　元 辻　　省次
 西澤　正豊 水澤　英洋 山本　光利
12．第 55 回日本神経学会学術大会　年次学術大会学術委員（50 音順・敬称略）
 青木　正志 赤松　直樹 阿部　康二 荒木　信夫 安東由喜雄 池内　　健
 池田　昭夫 池田　修一 犬塚　　貴 岩坪　　威 内山真一郎 大原　義朗
 大八木保政 荻野美恵子 梶　　龍兒 河村　　満 神田　　隆 菊池　仁志
 北園　孝成 吉良　潤一 楠　　　進 桑原　　聡 佐々木秀直 重藤　寛史
 清水　　潤 清水　優子 鈴木　匡子 鈴木　則宏 錫村　明生 砂田　芳秀
 祖父江　元 髙嶋　　博 髙橋　良輔 瀧山　嘉久 田中　惠子 田中　章景
 谷脇　考恭 玉岡　　晃 辻　　省次 坪井　義夫 戸田　達史 飛松　省三
 豊島　　至 豊田　一則 中川　正法 中島　健二 中島　　孝 中村　龍文
 成田　有吾 新野　正明 西澤　正豊 野村　恭一 野元　正弘 服部　信孝
 原　　英夫 福永　秀敏 福山　秀直 古谷　博和 松本　昌泰 三木　哲郎
 水澤　英洋 村井　弘之 村山　繁雄 望月　秀樹 本村　　暁 本村　政勝
 山田　正仁 山中　宏二 山本　光利 吉田　眞理



各　種　企　画　の　お　知　ら　せ

 1．大会長講演
 吉良　潤一（九州大学大学院医学研究院神経内科学）
 2．特別講演
 Vladimir Hachinski（London Health Sciences Centre University Campus, Canada）
 Richard Ransohoff（Research Institute Cleveland Clinic, USA）
 中村　哲（ペシャワール会）
 3．教育講演ベーシック
 4．Symposium
  1）仕事と家庭の両立：経験をシェア―様々な立場から―
  2）神経疾患における睡眠障害
  3）急性脳血管症候群としての一過性脳虚血発作
  4）頭痛診療におけるMissing Link
  5）遺伝性痙性対麻痺の最新情報
  6）神経感染症における日本からの新たな発信
  7）自律神経の臨床
  8）脳梗塞急性期治療の進歩
  9）炎症性ニューロパチーの新たな展開
 10）Gene and Cell Therapy for Parkinson’s disease
 11）Neuroinflammation in Dementia
 12）MSの高次脳機能障害
 13）神経内科分野のビッグデータの分析から各種応用まで―これから研究を始める方へ―
 14）今開かれる筋ジストロフィー治療の扉
 15）日常診療の中の神経心理学
 16）リスク遺伝子と孤発性神経疾患の最前線
 17）運動ニューロン興奮性増大は ALS病態の本質か？―Fasciculationの電気生理学―
 18）神経放射線から見た神経内科疾患
 19）iPS細胞の生命倫理的問題と今後の展望
 20）患者満足度を高める重症筋無力症治療へ
 21）神経内科教育「学部教育から始まる」
 22）自己免疫性脳炎の最近の知見
 23）日本ブレインネットの構築に向けて
 24）てんかん分野での遠隔治療と診療連携
 25）感染症と脱髄疾患
 26）身体と機器とのインタラクティブバイオフィードバックに基づく新たなリハビリテーションへ
 27）New Trends in Therapeutics of Alzheimer’s Disease
 28）開発中の神経疾患治療薬と日本の貢献
 29）神経難病医療の現状と今後の展望
 30）筋炎の病態研究の最近の進歩
 31）TDP-43の新展開
 32）てんかん研究の最前線
 33）脳卒中の大規模コホート研究
 34）Clinical Impact of Nerve Excitability Testing
 35）Disease Propagation and Transmission in Prion Disease and Other Protein-misfolding Disorders
 36）神経内科における在宅治療の展開
 37）ディベート：MSの早期 DMT導入への期待と課題
 38）（新）専門医制度の動向―神経内科医のキャリアプランを考える―
 39）神経変性疾患における神経炎症
 40）サルコペニアの概念と病態研究の進歩



 5．公募シンポジウム
 6．関連分野融合セッション
 7．私シリーズ
 8．Progress of the Year 2014
 9．新ガイドラインシリーズ
10．レクチャーシリーズ
11．神経内科 CPC
12．九州部会特別企画
13．Super Expert Session
14．レジデントセッション
15．医学生・初期研修医セッション
16．日本神経学会 2013 年度学会賞受賞者招待講演
17．日本神経学会 2013 年度楢林賞受賞者招待講演
18．最優秀口演賞候補演題セッション
19．レジデントクリニカルトーナメント
20．Neuroscience Frontier Symposium
21．International Symposium Session
22．International Workshop Session 
23．Telemedicine Session
24．Closing Lecture
25．ランチョンセミナー
26．イブニングセミナー
27．日本神経学会第 11 回生涯教育セミナー「レクチャー」（5 月 21 日（水）・24 日（土））
28．日本神経学会第 11 回生涯教育セミナー「Hands-on」（5 月 21 日（水）・24 日（土））
29．日本神経学会第 3 回専門医育成教育セミナー（旧：卒後教育セミナー）（5 月 21 日（水））
30．日本神経学会第 2 回メディカルスタッフ教育セミナー（5 月 24 日（土））
31．脳梗塞 rt-PA 適正使用講習会（予定）
32．ふくおかブレインフェア（5 月 22 日（木）・23 日（金）・24 日（土））
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〈編　集　委　員〉
編集委員長　鈴木　則宏　　編集副委員長　河村　満 

編集委員　荒木　信夫　　飯塚　高浩　　池田　昭夫　　亀井　聡 
瀧山　嘉久　　西野　一三　　野村　恭一　　星野　晴彦　　 
編集委員（幹事兼任）　園生　雅弘　　高尾　昌樹　　森　秀生
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編　集　後　記

平成 25年 5月の日本神経学会学術大会後から本誌の編
集委員を仰せつかりました．本誌が会員の皆様に有益な情
報を提供できますように微力ではありますが，努力する所
存です．よろしくお願いします．
さて，編集後記は，臨床神経学の最近の動向や投稿が増
えるような一言を記載することになっていますので，査読
を通して日常思うことを若干述べさせて頂きます．
本誌は，若い会員が筆頭著者である症例報告が多いので
すが，各査読委員は編集委員長の鈴木先生から，「投稿論
文は温かく育てましょう」「査読は教育的に書きましょう」
と言われており，可能な限り努力？して，優しく？著者と
投稿論文のやりとりを行っています（笑）．実際，私の最
初の論文は本誌で，かなりきつい？コメントを受けた記憶
がよみがえります．この当時からすれば，なんと優しく紳
士的な編集方針になったものかと感慨深いです．しかし，
自分の苦い経験から言うわけではありませんが，若い先生
方は，活字にして論文化して，はじめて見えてくる部分も
あります．確かに，忙しい臨床の合間に論文を書く作業は
ともすればきつく，私自身もパソコンの前で寝てしまった
こともあります．しかし，顧みれば，この苦労が論理的思

考を育成し，臨床の文章を書く力を身につけることに寄与
していると信じます．これは，日本語でも英語でも同様と
思います．更に言えば，本誌の記載から私も含め多くの日
本の神経内科医が自らの診療を顧みて診断や治療をおこ
なっており，いわば本誌は日本の神経内科医の診療レベル
のバロメーターであり，またその向上に役立っています．
どうか，若い会員におかれましては，この点も少しだけ心
に置いて，がんばって多くの論文を投稿されることをお待
ち申し上げます．
最後に一つお願いがあります．投稿に際し投稿規定を必
ず読んで，それに準拠した論文をお送り頂きたくお願いし
ます．時に「投稿規定はお読みになっていないのかな」， 
「引用文献の記載が全く違うな」，「学会の発表原稿に図表
をつけただけみたいだな」と思うことがあります．投稿規
定は，茶道ではありませんが，お作法です．その流派の，
論文ならばその雑誌において決められた決めごとです．こ
の決めごとを守って，初めて内容の善し悪しが判断されま
す．どうか，投稿規定を遵守してお送り頂きたく心よりお
願い申し上げます．

（亀井　聡）




